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研究開発課題名 難治がんに対する標的バイオ医薬の探索技術の確立と開発研究を支援

する研究基盤の構築 
代表機関名 国立がん研究センター研究所 
研究開発代表者名 青木 一教 
全研究開発期間 平成２３年度～平成２７年度 

 
１． 研究開発成果 

研究総括報告書（下URL）参照 
https://www.amed.go.jp/content/files/jp/houkoku_h27/0101004/15ak0101008h0005.pdf 
 
 

２． 総合評価 
・優れている 
 
【評価コメント】 
・具体的な疾患にターゲットを絞り、臨床試験を開始できた点は評価に値する。 
・腫瘍溶解ウイルス治療の臨床応用への期待は世界的に高いことから、本研究の成果が広く

応用されることが期待できる。 
 
 
 

以上 


